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公益社団法人日本地震工学会 第 76 回理事会議事録 

A.日時： 2025 年 6 月 20 日（金） 16 時 00 分～19 時 50 分 
B.場所： 建築会館 304 会議室および ZOOM によるオンライン会議 
C.出席者：（会長）山中浩明、（副会長）大堀道広、髙井伸雄、片岡正次郎 
（担当理事）本多剛、引田智樹、渡邉和明、西田明美、隈本邦彦、上田遼、浅井竜也、石川敬祐、鍬

田泰子、丸山喜久、上田恭平、岩田直泰、王欣、吉見雅行、後藤浩之 
（監事）小檜山雅之、古屋治 
オブザーバ出席：竹元悦子事務局長、戸田薫子事務局員 
※下線はオンラインでの出席者 
※片岡副会長の「片」の字は丁字と読み替えてください 
※渡邉理事の「邉」の字は一点しんにょうと読み替えてください 
 
D.議題および提出資料： 
1) 役員の自己紹介（全員） 資料 76-01 
2) 今年度理事会体制と役員の分掌（本多理事） 資料 76-02 
3) 今年度の理事会の年間予定および進め方（本多理事） 資料 76-03 
報告事項 
1) 第 75 回理事会議事録（案）確認（本多理事） 資料 76-04 
2) 第 13 回社員総会議事録（案）確認（本多理事） 資料 76-05 
3) 臨時理事会議事録（案）確認（本多理事） 資料 76-06 
4) 令和 7 年度事業計画（本多理事） 資料 76-07 
5) 令和 7 年度予算（渡邉理事） 資料 76-08 
6) 会務報告（本多理事） 資料 76-09 
7) 会計報告（渡邉理事・西田理事） 資料 76-10 
8) 総務部会からの報告：前総務理事からの申し送り事項（本多理事） 資料 76-11 
9) 広報部会からの報告（隈本理事） 資料 76-12 
10) 情報コミュニケーション委員会からの報告（上田(遼)理事） 資料 76-13 
11) 会誌編集委員会からの報告（浅井理事） 資料 76-14 
12) 国際委員会からの報告（石川理事） 資料 76-33 
13) 地震災害対応委員会からの報告（吉見理事） 資料 76-15 
14) 論文集編集委員会からの報告（鍬田理事） 資料 76-16 
15) 事業企画委員会（企画）からの報告（上田(恭)理事） 資料 76-17 
16) 2025 年度大会に関する報告（丸山理事） 資料 76-18 
17) 17JEES に関する報告（後藤理事） 資料 76-19 
18) 将来構想委員会からの報告（大堀副会長） 資料 76-20 
議案 
第 1 号 入退会者（引田理事） 資料 76-21 
第 2 号 共催・後援・協賛等（引田理事） 資料 76-22 
第 3 号 委員会委員の委嘱（本多理事） 資料 76-23 
第 4 号 会員の特典細則の改訂（浅井理事、本多理事） 資料 76-24 
懇談事項 
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1) 日本地震工学会_年度計画 2025-2026（本多理事） 資料 76-25 
2) 外部理事・外部監事の設置のための理事会規則の改訂について（本多理事） 資料 76-26 
3) 公益社団法人日本地震工学会旅費等支払い細則について（本多理事） 資料 76-27 
4) 事務局補佐（パートタイマー）の新規採用と賃金改訂について（本多理事） 資料 76-28 
5) 論文集投稿料の改訂に関する検討結果（2024 年）について（本多理事） 資料 76-29 
6) 大崎順彦賞の選考スケジュールについて（本多理事） 資料 76-30 
7) 18JEES に向けた実施体制（本多理事） 資料 76-31 
8) 津波荷重評価の体系化の心得を取り纏める研究委員会成果報告会開催について（片岡副会長） 
  資料 76-32 
 
E.議事録 
1) 役員の自己紹介（全員） 
・資料 76-01 に基づき、役員および事務局が自己紹介を行った。 

2) 今年度理事会体制と役員の分掌（本多理事） 
・本多理事より、資料 76-02 に基づいて、今年度理事会体制と役員の分掌、および関係する外

部委員会の説明がなされた。 
3) 今年度の理事会の年間予定および進め方（本多理事） 
・本多理事より、資料 76-03 に基づいて、今年度の理事会の進め方および年間予定の説明がな

された。 
・第 77 回理事会（2025/8/6）を完全オンラインで開催することと、第 79 回理事会（2025/12/5）
の開催時間を 16～19 時から 15～18 時に変更することが確認された。 

報告事項 
1) 第 75 回理事会議事録（案）確認（本多理事） 
・本多理事より、資料 76-04 に基づいて、第 75 回理事会議事録（案）の説明がなされ、異議なく

承認された。 
2) 第 13 回社員総会議事録（案）確認（本多理事） 
・本多理事より、資料 76-05 に基づいて、第 13 回社員総会議事録（案）の説明がなされ、異議な

く承認された。 
3) 臨時理事会議事録（案）確認（本多理事） 
・本多理事より、資料 76-06 に基づいて、第 13 回社員総会の間に実施した臨時理事会議事録（案）

の説明がなされ、異議なく承認された。 
4) 令和 7 年度事業計画（本多理事） 
・本多理事より、資料 76-07 に基づいて、令和 7 年度事業計画の説明がなされた（社員総会で

承認された内容の報告）。 
5) 令和 7 年度予算（渡邉理事） 
・渡邉理事より、資料 76-08 に基づいて、令和 7 年度予算の説明がなされた（社員総会で承認

された内容の報告）。 
6) 会務報告（本多理事） 
・本多理事より、資料 76-09 に基づいて、前回理事会以降の会務報告がなされた。 

7) 会計報告（渡邉理事・西田理事） 
・渡邉理事より、資料 76-10 に基づいて、令和 7 年度予算の進捗報告がなされた。 
・調査研究委員会の報告会について、山中会長より、各理事は周辺の興味を持つ方に紹介する

などして参加者数を増やす努力をして欲しいとの意見があった。 
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8) 総務部会からの報告：前総務理事からの申し送り事項（本多理事） 
・本多理事より、資料 76-11 に基づいて、総務部会からの報告（髙橋前総務理事からの申し送

り事項の説明）がなされた。 
・片岡副会長より、運営積立金の目的について質問がなされた。運営積立金規程により、定款

に定める事業のうち、(6)地震工学及び地震防災に関する国内外との学術・技術・教育の交流、

(7)地震工学及び地震防災に関する業績の表彰、を円滑に運営するため、本会の運営の実を上

げることを目的とすると定められていることを次回の理事会で報告することになった。 
9) 広報部会からの報告（隈本理事） 
・隈本理事より、資料 76-12 に基づいて、日本地震工学会誌 No.55 のプレスリリースを国土交

通省、文部科学省、気象庁の各記者クラブに通知する予定の報告がなされた。 
10) 情報コミュニケーション委員会からの報告（上田(遼)理事） 
・上田(遼)理事より、資料 76-13 に基づいて、情報コミュニケーション委員会の活動報告がなさ

れた。 
・学会ホームページのトップページの一部改修案について説明がなされ、改修を進めることが

承認された。 
11) 会誌編集委員会からの報告（浅井理事） 
・浅井理事より、資料 76-14 に基づいて、会誌編集委員会の活動報告がなされた。 
・会誌 56 号特集案「地震火災」について説明がなされ、承認された。 
・会誌 56 号の柴田明徳先生（名誉会員）の追悼文の掲載と、執筆を東北大学源栄先生に依頼す

ることについて説明がなされ、承認された。 
・会誌 56 号の大崎順彦賞に関する記事掲載について説明がなされた。山中会長より、受賞者の

負担にならないよう配慮することについて指摘があった。また、論文集への寄稿と合わせて

検討するため、論文集編集委員会と協議して方針を検討することの提案がなされた。 
・会誌 56 号の 5/29DX 講習会・研究会に関する記事掲載について説明がなされ、承認された。 
・原子力規制庁の会誌購読について、現状は非会員価格 1 冊 3,000 円で、発刊直後の購読とな

っており、条件見直しの要否について説明がなされた。来年度以降に法人会員になってもら

えるかを問い合わせるとともに、事務局で法人会員（Ｃ級）相当の年間費用を会誌費用とし

て負担していただくお願いをすることが確認された。 
・古屋監事より、東京理科大学名誉教授の原文雄先生（名誉会員）の追悼文の掲載について提

案がなされ、承認された。 
12) 国際委員会からの報告（石川理事） 
・石川理事より、資料 76-33 に基づいて、国際委員会からの報告がなされた。 
・ソウル研究院姜在道氏と髙田前会長との会談内容を踏まえ、2025 年 12 月の日本地震工学会

大会（沖縄）において国際（もしくは英語）セッションを設け、韓国地震工学会からの参加

者を募ることと、韓国地震工学会会長に基調講演を依頼することの提案がなされ、実施する

方針で検討を進めることが承認された。 
・韓国地震工学会の設立 30 周年の記念セミナー（2026 年 9 月 10～11 日）での日本側の特別セ

ッション開催と基調講演の協力依頼について説明がなされた。韓国地震工学会には、特別セ

ッションは日本地震工学会大会での国際（もしくは英語）セッションと同等のタイトルで開

催して欲しいという要望と、開催時期が日本国内の学会行事と重なる恐れがあり日本側の参

加者が少ない可能性があることを伝えた上で、韓国側の判断で開催が決定した場合には協力

する方針が承認された。 
・国際委員会委員について、髙井副会長より、任期の重複を避けるため新しい委員の参加増員
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を検討するよう依頼がなされた。 
13) 地震災害対応委員会からの報告（吉見理事） 
・吉見理事より、資料 76-15 に基づいて、地震災害対応委員会からの報告がなされた。 
・6 学会災害調査等積立金の当会規程について、改訂案を検討中であり、次回以降の理事会に

諮る予定であることの説明がなされた。 
14) 論文集編集委員会からの報告（鍬田理事） 
・鍬田理事より、資料 76-16 に基づいて、論文集編集委員会からの報告がなされた。 
・通常号（邦文号）と英文号の統合について、山中会長より、英文論文の見え方（地震工学会

ホームページでの検索・表示など）を検討するよう意見があった。 
・翻訳論文の掲載料の見直しについて、山中会長より、改訂料金の根拠を示して再検討するこ

との提案がなされた。 
・大崎順彦賞の寄稿に関して、吉見理事より、まずは総説・寄稿が特集号のみに限定されてい

る規程の見直しを、今後、委員会で検討することについて要望がなされた。 
・大崎順彦賞の寄稿に関して、会誌への記事掲載と合わせて検討するため、会誌編集委員会と

協議して方針を検討することが確認された。 
15) 事業企画委員会（企画）からの報告（上田(恭)理事） 
・上田(恭)理事より、資料 76-17 に基づいて、事業企画委員会からの報告がなされた。 

16) 2025 年度大会に関する報告（丸山理事） 
・丸山理事より、資料 76-18 に基づいて、2025 年度大会の準備状況の報告がなされた。 
・丸山理事より、大会前日のレセプションの企画について説明がなされた。 
・丸山理事より、企業展示のブース設置の委託について、2 社からの見積の説明がなされ、費

用が低い方に発注する方針が承認された。 
・国際（もしくは英語）セッションと韓国地震工学会会長の基調講演の企画を委員会で検討す

ることが確認された。 
17) 17JEES に関する報告（後藤理事） 
・後藤理事より、資料 76-19 に基づいて、17JEES の準備状況の報告がなされた。 

18) 将来構想委員会からの報告（大堀副会長） 
・大堀副会長より、資料 76-20 に基づいて、将来構想委員会からの報告がなされた。 

議案 
第 1 号 入退会者（引田理事） 

・引田理事より、資料 76-21 に基づいて、入退会者の報告がなされ、承認された。 
第 2 号 共催・後援・協賛等（引田理事） 

・引田理事より、資料 76-22 に示された共催 0 件、後援 4 件、協賛 3 件について説明がなされ、承

認された。 
第 3 号 委員会委員の委嘱（本多理事） 

・本多理事より、資料 76-23 に基づいて、委員会委員の委嘱について報告がなされ、承認された。 
第 4 号 会員の特典細則の改訂（浅井理事、本多理事） 

・本多理事より、資料 76-24 に基づいて、会員の特典細則の改訂について報告がなされ、承認され

た。 
懇談事項 
1) 日本地震工学会_年度計画 2025-2026（本多理事） 
・本多理事より、資料 76-25 に基づいて、2025-2026 年度計画について報告がなされ、今後の計画の

確認がなされた。 
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2) 外部理事・外部監事の設置のための理事会規則の改訂について（本多理事） 
・本多理事より、資料 76-26 に基づいて、外部理事・外部監事の設置のための理事会規則の改訂に

ついて、制度の概要とこれまでに理事会で決定した方針、今後のスケジュール、次回理事会に諮

る予定の理事会規則等の改訂案の報告がなされた。 
3) 公益社団法人日本地震工学会旅費等支払い細則について（本多理事） 
・本多理事より、資料 76-27 に基づいて、旅費等支払い細則の改訂案（3 案）について説明がなされ

た。 
・改訂案 2 を基本として、引き続き改訂案を検討する方針について確認がなされた。 
・運用方針について、連続した複数日に当会の業務とそれ以外の業務行う場合の記載案は追加しな

い方針の確認がなされた。 
4) 事務局補佐（パートタイマー）の新規採用と賃金改訂について（本多理事） 

・本多理事より、資料 76-28 に基づいて、事務局補佐（パートタイマー）の新規採用と賃金改訂に

ついて説明がなされた。 
・本多理事より、パートタイマーの賃金を 7 月から 1,500 円に改訂する提案がなされ、承認された。 
・本多理事より、事務局長の報酬月額（基本給）を来年度から一律 20,000 円賃上げする提案がなさ

れ、承認された。 
・山中会長より、物価上昇を勘案して賃金の見直しをより頻繁に検討した方が良いとの意見があっ

た。 
5) 論文集投稿料の改訂に関する検討結果（2024 年）について（本多理事） 
・本多理事より、資料 76-29 に基づいて、論文集投稿料の改訂に関する検討結果について報告がな

された。 
・山中会長より、今後の物価上昇、事務局のコスト増や、通常号と英文号の統合により号数が減る

ことも考えて、投稿料案を再検討することが提案された。今後、論文集編集委員会で検討したも

のを次回理事会までに提示する方針について確認がなされた。 
・髙井副会長より、英訳論文も通常の論文と同額でよいのではとの意見が示された。 

6) 大崎順彦賞の選考スケジュールについて（本多理事） 
・本多理事より、資料 76-30 に基づいて、大崎順彦賞の選考スケジュールについて報告がなされた。 
・本多理事より、今年度は二次選考の日程をあらかじめ決めて募集をする方針について説明がなさ

れ、関係者の日程調整を行うことについて確認がなされた。 
・本多理事より、募集要項に評価項目を記載することと、応募書類に受賞歴の記載スペースを追加

することの提案がなされ、承認された。 
7) 18JEES に向けた実施体制（本多理事） 
・本多理事より、資料 76-31 に基づいて、18JEES に向けた今後のスケジュール案の説明がなされた。 

8) 津波荷重評価の体系化の心得を取り纏める研究委員会成果報告会開催について（片岡副会長） 
・片岡副会長より、資料 76-32 に基づいて、津波荷重評価の体系化の心得を取り纏める研究委員会

成果報告会開催について報告がなされた。 
 
上記の通り出席した令和 7 年度の業務執行理事より業務報告がなされた。 

次回予定：（第 77 回理事会）：8 月 6 日（水）16-19 時（オンライン会議） 

以上 この議事録が正確であることを証します。 
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令和  年  月  日 

議 長 山 中  浩 明 

監 事 小檜山  雅之 

監 事 古 屋  治 
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	報告事項
	・本多理事より、資料76-04に基づいて、第75回理事会議事録（案）の説明がなされ、異議なく承認された。
	・本多理事より、資料76-05に基づいて、第13回社員総会議事録（案）の説明がなされ、異議なく承認された。
	・本多理事より、資料76-06に基づいて、第13回社員総会の間に実施した臨時理事会議事録（案）の説明がなされ、異議なく承認された。
	・本多理事より、資料76-07に基づいて、令和7年度事業計画の説明がなされた（社員総会で承認された内容の報告）。
	・渡邉理事より、資料76-08に基づいて、令和7年度予算の説明がなされた（社員総会で承認された内容の報告）。
	・本多理事より、資料76-09に基づいて、前回理事会以降の会務報告がなされた。
	・渡邉理事より、資料76-10に基づいて、令和7年度予算の進捗報告がなされた。
	・調査研究委員会の報告会について、山中会長より、各理事は周辺の興味を持つ方に紹介するなどして参加者数を増やす努力をして欲しいとの意見があった。
	・本多理事より、資料76-11に基づいて、総務部会からの報告（髙橋前総務理事からの申し送り事項の説明）がなされた。
	・片岡副会長より、運営積立金の目的について質問がなされた。運営積立金規程により、定款に定める事業のうち、(6)地震工学及び地震防災に関する国内外との学術・技術・教育の交流、(7)地震工学及び地震防災に関する業績の表彰、を円滑に運営するため、本会の運営の実を上げることを目的とすると定められていることを次回の理事会で報告することになった。
	・隈本理事より、資料76-12に基づいて、日本地震工学会誌No.55のプレスリリースを国土交通省、文部科学省、気象庁の各記者クラブに通知する予定の報告がなされた。
	・上田(遼)理事より、資料76-13に基づいて、情報コミュニケーション委員会の活動報告がなされた。
	・学会ホームページのトップページの一部改修案について説明がなされ、改修を進めることが承認された。
	・浅井理事より、資料76-14に基づいて、会誌編集委員会の活動報告がなされた。
	・会誌56号特集案「地震火災」について説明がなされ、承認された。
	・会誌56号の柴田明徳先生（名誉会員）の追悼文の掲載と、執筆を東北大学源栄先生に依頼することについて説明がなされ、承認された。
	・会誌56号の大崎順彦賞に関する記事掲載について説明がなされた。山中会長より、受賞者の負担にならないよう配慮することについて指摘があった。また、論文集への寄稿と合わせて検討するため、論文集編集委員会と協議して方針を検討することの提案がなされた。
	・会誌56号の5/29DX講習会・研究会に関する記事掲載について説明がなされ、承認された。
	・原子力規制庁の会誌購読について、現状は非会員価格1冊3,000円で、発刊直後の購読となっており、条件見直しの要否について説明がなされた。来年度以降に法人会員になってもらえるかを問い合わせるとともに、事務局で法人会員（Ｃ級）相当の年間費用を会誌費用として負担していただくお願いをすることが確認された。
	・古屋監事より、東京理科大学名誉教授の原文雄先生（名誉会員）の追悼文の掲載について提案がなされ、承認された。
	・石川理事より、資料76-33に基づいて、国際委員会からの報告がなされた。
	・ソウル研究院姜在道氏と髙田前会長との会談内容を踏まえ、2025年12月の日本地震工学会大会（沖縄）において国際（もしくは英語）セッションを設け、韓国地震工学会からの参加者を募ることと、韓国地震工学会会長に基調講演を依頼することの提案がなされ、実施する方針で検討を進めることが承認された。
	・韓国地震工学会の設立30周年の記念セミナー（2026年9月10～11日）での日本側の特別セッション開催と基調講演の協力依頼について説明がなされた。韓国地震工学会には、特別セッションは日本地震工学会大会での国際（もしくは英語）セッションと同等のタイトルで開催して欲しいという要望と、開催時期が日本国内の学会行事と重なる恐れがあり日本側の参加者が少ない可能性があることを伝えた上で、韓国側の判断で開催が決定した場合には協力する方針が承認された。
	・国際委員会委員について、髙井副会長より、任期の重複を避けるため新しい委員の参加増員を検討するよう依頼がなされた。
	・吉見理事より、資料76-15に基づいて、地震災害対応委員会からの報告がなされた。
	・6学会災害調査等積立金の当会規程について、改訂案を検討中であり、次回以降の理事会に諮る予定であることの説明がなされた。
	・鍬田理事より、資料76-16に基づいて、論文集編集委員会からの報告がなされた。
	・通常号（邦文号）と英文号の統合について、山中会長より、英文論文の見え方（地震工学会ホームページでの検索・表示など）を検討するよう意見があった。
	・翻訳論文の掲載料の見直しについて、山中会長より、改訂料金の根拠を示して再検討することの提案がなされた。
	・大崎順彦賞の寄稿に関して、吉見理事より、まずは総説・寄稿が特集号のみに限定されている規程の見直しを、今後、委員会で検討することについて要望がなされた。
	・大崎順彦賞の寄稿に関して、会誌への記事掲載と合わせて検討するため、会誌編集委員会と協議して方針を検討することが確認された。
	・上田(恭)理事より、資料76-17に基づいて、事業企画委員会からの報告がなされた。
	・丸山理事より、資料76-18に基づいて、2025年度大会の準備状況の報告がなされた。
	・丸山理事より、大会前日のレセプションの企画について説明がなされた。
	・丸山理事より、企業展示のブース設置の委託について、2社からの見積の説明がなされ、費用が低い方に発注する方針が承認された。
	・国際（もしくは英語）セッションと韓国地震工学会会長の基調講演の企画を委員会で検討することが確認された。
	・後藤理事より、資料76-19に基づいて、17JEESの準備状況の報告がなされた。
	・大堀副会長より、資料76-20に基づいて、将来構想委員会からの報告がなされた。
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